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特定医療法人共和会 平成３０年度 事業

平成 30 年 4 月 ～ 平成 31 年 3 月

4 月 1 日(日)

4月 1日(日)

4月 2日(月)

4 月 23 日(月)

4 月 23 日(月)

・診療録管理体制加算２ 算定開始

・後発医薬品使用体制加算１ 算定開始

・全体朝礼実施（クリニック以外全ての職員対象）

・共和駅送迎定期便運行開始（平日午前のみ）

・大府市「こども 110 番の家」登録

5月 16 日(水) ・共和病院 春の防災訓練 実施（昼間想定）

6月 1日(金)

6月 2日(土)

6月 8日(金)

6 月 27 日(水)

・給与締切日を１０日から月末に変更

・ケアホームあしび交流会 開催

・愛知県ファミリー・フレンドリー企業登録

・まごころ館 防災訓練

7月 11 日(水)

7 月 23 日(月)

・ケアホームあしび 防災訓練実施（夜間火災想定）

・職員ストレスチェックの実施 （～8/10）

8 月 1日(水)

8月 4日(土)

8月 8日(水)

8 月 22 日(水)

・病床数２７６床に変更 （精神病床 196 床、内科病床 80床）

・北山夏まつり 於）北山公民館（2日間）

・共和病院盆踊り大会実施 （Ｃ館多目的ﾎｰﾙにて）

・喀痰吸引等研修事業開講

9月 1日(土)

9月 8日(土)

9 月 22 日(土)

9 月 23 日(日)

9 月 26 日(水)

9 月 30 日(日)

・歯科ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 算定開始

・北山公民館ふれあい祭 出店 （2日間）

・共和病院地域医療フォーラム開催 約 105 名

  於）愛三文化会館（旧勤労文化会館）

・大府市福祉・健康フェアへの出展 共和会全事業紹介

  於）石ヶ瀬会館・大府市保健センター

・夜勤勤務者対象健康診断実施（～10/10 まで）

・共和駅めんたるクリニック 閉院
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10 月 1 日(月)

10 月 1 日(月)

10 月 3 日(水)

10 月 11 日(木)

10 月 13 日(土)

10 月 22 日(月)

10 月 30 日(火)

・全体朝礼（クリニック以外全職員対象）

・共和病院入院患者アンケート実施（～10/31 まで）

・共和会職員アンケート調査実施（～10/14 まで）

・第 7回 おとなりさんとの「ハピロゴ会」開催

・ＣＢＩＤ「できることもちよりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」開催（Ｃ館多目的ホール）

・共和病院外来患者アンケート実施（～10/26 まで）

・第 59 期共和会前期振返報告会 （Ｃ館多目的ホール）

11月 21 日(水)

11 月 26 日(月)

・共和病院「秋の防災訓練」夜間想定

・共和会新規中途採用者研修会 5日間と接遇研修（12/13）実施

12 月 5日(水)

12 月 10 日(月)

12 月 12 日(水)

12 月 20 日(木)

12 月 21 日(木)

12 月 21 日(木)

12 月 28 日(金)

・共和病院 もちつき大会実施

・平成 30年度 精神科病院施設立入検査及び実地指導

・ケアホームあしび防災訓練（地震想定）

・ゆずの里 クリスマス会実施

・院内保育所「たんぽぽ」クリスマス会実施

・共和病院 クリスマス会実施

・仕事納め

1月 1日(火)

1月 4日(金)

1 月 16 日(水)

1 月 30 日(水)

・データ提出加算 算定開始

・仕事初め・永年勤続者表彰（対象者 25名）

・認知症サポーター養成講座実施

・介護サービス情報公表制度 実地調査

（菜の花、ソレイユ、れんげ草、コスモス、ゆずの里）

2月 1日(金) ・介護療養型医療施設 辞退（療養病棟入院基本料：2棟 80 床）

3月 2日(土)

3 月 16 日(土)

3 月 25 日(月)

3 月 26 日(火)

3 月 26 日(火)

・第 10 回 共和会研究発表会 135 名参加

・共和病院家族会「さつき会」終了

・共和会新入職員研修会開始 5日間と接遇研修（4/23）実施

・指定障害福祉サービス集団指導（れんげ草、みらい）

・第 60期共和会経営方針発表会 於）共和病院多目的ホール
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職員の活動

１．社会における活動   所属・名称 役割 年月日

● 一般社団法人愛知県医療法人協会 参与 2018.4.1～2019.3.31 加藤 仁

● 一般社団法人愛知県医療法人協会 理事 2018.4.1～2019.3.31 山本 直彦

● 社会福祉法人愛光園 評議員 2018.4.1～2019.3.31 山本 直彦

● 社会福祉法人憩の郷 理事 2018.4.1～2019.3.31 山本 直彦

榎本  和

● 大府市役所 福祉課 自立支援医療審査会 委員 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 大府市教育委員会 就学相談 相談員 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 大府市教育委員会 教育支援委員会 委員 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 大府市教育委員会 適応指導推進会議 委員 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

飯田 愛

● 大府市教育委員会 不登校事例研究会 助言者 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

飯田 愛

● 大府市青少年問題協議会 委員 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 社会福祉法人大府福祉会 嘱託医 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 公益財団法人あいち男女共同参画財団 評議員 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 社会福祉法人愛知いのちの電話協会 理事 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● NPO 法人 CAPNA 監事 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 特定非営利活動法人子どもセンターパオ 理事 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 特定非営利活動法人愛・知・みらいフォーラム 理事 2018.4.1～2019.3.31 榎本 和

● 一般社団法人日本静脈経腸栄養学会 代議員 2018.4.1～2019.3.31 谷口 正哲

● 日本外科代謝栄養学会 評議員 2018.4.1～2019.3.31 谷口 正哲

● 自立支援・精神保健福祉手帳審査会委員 2018.4.1～2019.3.31 元  武俊

● 知多保健所アルコール健康障害対策相談 2018.8～2019.1 元   武俊

● 名古屋いのちの電話スーパーバイザー・養成委員長 2018.4.1～2019.3.31 來多 泰明

● 名古屋ロールシャッハ研究会運営委員 2018.4.1～2019.3.31 來多 泰明

● 大府市青少年問題協議会子ども・若者支援部会 委員および相談員

2018.4.1～2019.3.31

來多 泰明

飯田 愛
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● NPO 法人アスペ・エルデの会 ディレクター 2018.4.1～2019.3.31 飯田 愛

● 愛知県看護協会 教育委員会 2018.4.1～2019.3.31 松下 直美

● 安城碧海看護専門学校 看護概論 非常勤講師 2018.4.1～2019.3.31 松下 直美

● 特定非営利活動法人わかち・つむぎあい 代表 2018.4.1～2019.3.31 松下 直美

● 名古屋市医師会看護専門学校 看護管理非常勤講師 2018.4.1～2019.3.31 松下 直美

● 半田常滑看護専門学校 「こころの障害看護論」 非常勤講師 2018.9～11 新美 恵介

● 安城碧海看護専門学校 精神看護学方法論Ⅰ 非常勤講師 2018.11～2019.１ 宮川 省吾

● 日本作業療法士協会 制度対策部 保険対策委員会 精神科班 班長

2018.4.1～2019.3.31

朝倉 起己

● 愛知県作業療法士会 学術部 学会サポート委員会 委員 2018.4.1～2018.5.31 朝倉 起己

● 愛知県作業療法士会 教育部 研修会企画委員会 委員長 2018.5.1～2019.3.31 朝倉 起己

2．講演 「タイトル」 場所 年月日          

● 「なぜ精神科医になったのか？ ～精神科臨床医として歩む中で～」

山梨ゾンタクラブ 2018.4.22

榎本 和

● 「精神科デイケア～OT の視点と役割について～」

日本福祉大学  2018.5.18

朝倉 起己

● 「ライフサイクルについて 全般および乳幼児期」

名古屋いのちの電話養成講座 （2018.5.29）

來多 泰明

● 「医療安全研修 ～医療安全に向けた取り組みの紹介～」

京ケ峰岡田病院 2018.6.1

中井 恵子

● 「がんの栄養管理について」 第 28 回三重 NST 研究会  2018.6.9 谷口 正哲

● 「職員のメンタルヘルスについて」 東あけび苑 2018.6.15 榎本 和

● 「電話相談とライフサイクル～成人・中年・老年期～」 いのちの電話 2018.6.21 榎本 和

● 「不安について」 あけび苑 2018.7.6 榎本 和

● 「前頭側頭型認知症者へのケア～穏やかになれる時間を多職種で作った一事例～」

第 19 回 知多地域認知症看護・介護研修会 あいち健康プラザ 2018.7.7

朝倉 起己
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● 「身体拘束と医療安全」日本精神科看護協会

日本精神科看護協会 東京研修会場  2018.9.7

松下 直美

● 「支援者が特定のメンバーとの関わりで重荷に感じたり陰性感情を抱くとき」

愛光園 2018.9.14

榎本 和

● 「笑っていきいき認知症体操」 北山公民館  2018.9.19 朝倉 起己

伊奈 克昌

● 「精神科における看護倫理」

日本精神科看護協会愛知県支部  ウィルあいち  2018.10.17

松下 直美

● 「身体拘束廃止への推進力になるために管理者として必要なこと」

碧南市民病院研修室    2018.11.15

松下 直美

● 「病をもった人の話をどう聴くのか？」 名古屋いのちの電話養成講座  2018.11. 來多 泰明

● 「身体拘束と医療安全」日本精神科看護協会

日本精神科看護協会 京都研修センター  2018.12.8

松下 直美

● 「やめたくてもやめられない行動に対する新たな治療である条件反射制御法について」

知多地域精神医療懇談会 2019.1.26

元 武俊

● 公益財団法人あいち男女共同参画財団男女共同参画セミナー

「人生 100 年明日は我が身の認知症」

愛知県女性総合センター 2019.2.2

松下 直美

● 「精神科作業療法の展開方法」 星城大学丸の内キャンパス 2019.2.9 朝倉 起己

● 「公認心理師に期待すること～作業療法士の立場から～」

TKP 名古屋駅前カンファレンスセンター 2019.2.10

朝倉 起己

● 「共和病院を取り巻く地域やその住民との関わり方、取り組み方」

あけび苑 2019.3.4

榎本 和

● 「障がい者の高齢化について」 東あけび苑 2019.3.15 榎本 和

● 「精神科臨床 50 年を振り返り今思うこと」 共和病院家族会 2019.3.16 榎本 和

3．原著・著書 「タイトル」 （書籍名・掲載頁・出版社） 発行年月

● 「プレイングマネージャーとして考えること」

（臨床作業療法 15（2）149-152） 2018.6

朝倉 起己

● 「どう伝えよう」当事者、支える家族、地域、支援者に伝える評価とコツ

(精神科オキュペーショナルセラピィ 35：27-43) 2018.10

朝倉 起己

● 「バリント入門―その理論と実践」  （金剛出版） 2018.12

ハロルド・スチュワート編  細澤仁 筒井亮太 監訳

豊田 佳子
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4．学会発表   「タイトル」 学会名 （開催場所） 年月

● 「家族と地域を繋ぐ支援相談のありかた－不登校・ひきこもり支援事業の実践から－」

日本心理臨床学会第 37 回大会（神戸国際会議場、他）  2018.9.1

飯田 愛

來多 泰明

● 「暴力の続く若年性認知症患者に関わる病棟看護師の心理・行動面への影響要因」

日本こころの安全とケア学会 第一回学術集会（都立松沢病院）  2018.11

丹羽 俊樹

● 「リカバリーの実現を目指した間接的なサポートチームの一例～ひずみのない支援を

目指して～」

第 26 回 日本精神障害者リハビリテーション学会(早稲田大学国際会議場) 

2018.12.16

朝倉 起己

石川 恵己

片岡 芳彦

川松 知代

新美 恵介

丹羽 俊樹

松﨑 穂

宮川 省吾

森田 智也

森山 泰仲

5．病院として協力した 公的研究・社会的事業など

● 臨床研修医制度 協力型臨床研修病院

（基幹型臨床研修病院：安城更正病院、名古屋掖済会病院、西知多総合病院、

総合大雄会病院）

● 精神保健福祉法第 27 条の規定に基づく診察（措置診察、緊急措置診察） 12 件 後藤 陽夫

長田 成幸

元 武俊

山本 晋平

荘司 寛綱

● 大府市医師団   （健診事業、4 ヶ月児健診、1 歳半児健診、予防接種など） 山本 直彦

● 産業医、健康相談   （名南製作所、昭和プロダクツ、相和福祉会、大府福祉会） 山本 直彦

● 日本静脈経腸栄養学会東海支部 事務局 谷口 正哲

● 介護職員等による喀痰吸引研修 安藤 三津子

小島 顕代

大前 直美

加藤 順子

濱田 久美子

松崎 あゆみ

伏原 美恵子

松本 香奈実

小田 栄
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第２０回 共和病院 地域医療フォーラム

平成 30 年 9 月 22 日（土）開催  於：愛三文化会館（旧 大府市勤労文化会館）

○第１部 講演

「条件反射制御法の基本と当院における治療対象の広がり」

講師 元 武俊 氏

（特定医療法人共和会 共和病院 精神科医師）

○第２部 パネルディスカッション  

座長  谷口 正哲 氏 （共和病院 副院長）

パネリスト

桑山 陽子 氏

（知多保健所 健康支援課 こころの健康推進グループ）         桑山 陽子 氏

儀保 高雄 氏

（名古屋市南区障害者基幹相談支援センター 相談支援専門員）

元 武俊 氏

（特定医療法人共和会 共和病院 精神科医師）

                                                             儀保 高雄 氏
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第９回 共和病院 研究発表会

平成 31 年 3 月 2 日（土）開催 於：共和病院 Ｃ館４階 多目的ホール

１．家族と地域をつなぐ不登校・ひきもり支援相談のありかた

  飯田 愛（臨床心理士）

２．暴力を受け続ける病棟看護師の心理状況

  ―過緊張状態での関わりが認知症患者に及ぼす影響を探るー

  丹羽 俊樹（看護師）

３. 衝動性の強い発達障害患者への効果的な看護

  ―頻繁な暴力がみられる自閉症患者への介入―

  野中 美香（看護師）

４．条件反射制御法治療の有効性

―アルコール依存症患者の事例報告―

  森田 智也（精神保健福祉士）

５．リカバリーの実現とひずみのない支援を目指して

  ―当院リカバリー支援委員会/ReST の実践紹介―

  朝倉 起己（作業療法士）

６．『私たちの考えた』共和会の働き方改革

丸山 浩史（総務課）

                               交流会



10

共和病院 院内勉強会

  日時：（原則）第 2水曜日 12 時半から 13 時半（内容により 40 分程度もあり）

  内容：各種委員会主催のもの・各部主催のもの

月日 内容   担当（敬称略） 参加人数

30/4/18（水） BCP マニュアルについて 防火防災委員会 25

5/ 7（月） （チャレンジシート作成）と（目標設定） 稲田係長（医療福祉課） 34

5/16（水） 食中毒・手指消毒 院内感染対策委員会 16

6/20（水） インシデント・アクシデント集計 ・ RCA 分析 リスクマネジメント部会 23

7/11（水） ビジネス文書＆メール作成術 接遇向上チーム：志水 32

8/15（水） 強度行動障害
診療部：飯田 CP

看護部：中嶋係長
20

9/12（水） 東北被災地を訪ねて  ～そこから学ぶこと～ 山本理事長 35

10/10（水）
病棟での日常介護

～衣類の着脱・食事の準備と介助・誘導～
楢﨑（介護課） 16

11/ 7（水） 回想法について 熊谷課長（すみれの丘） 23

11/14（水） 感染対策

(14 日) 12：30～13：10

(15 日) 16：00～16：40

(20 日) 13：00～13：40

院内感染対策委員会

61

11/15（木） 52

11/20（火） 65

12/12（水）
・4～9 月の集計分析結果

・ダブルチェックの再考
リスクマネジメント部会

55

12/14（金） 47

12/17（月） 55

12/19（水） クレーム対応
患者サポート

担当：稲田係長
8

31/1/15（火） iDeco 個人型確定拠出年金について
外部講師：㈱ｴﾌｹｲ 大須賀様

担当：原係長
18

1/16（水） 認知症サポート講座 熊谷課長（すみれの丘） 26

1/30（水） 医療ガス
外部講師：エバ酸素 松岡様

担当：野口部長
10

2/13（水） 介護予防について 原田（リハビリテーション課） 10

2/25（月）
リカバリー支援委員会の活動と

これまでの経過
リカバリー支援委員会 26

2/28（木） 第一印象をＵＰする接遇 堀田(総務課)・榊原(医事課） 15

3/ 6（水） 当院が取得している認定マークを知ろう 丸山・樋高（総務課） 17

3/12（火） CRCT CRCT チーム 28

3/26（火） 精神保健福祉法 稲田係長（医療福祉課） 18



11

委員会活動

委員会 会議回数 検討事項と活動内容・企画実施内容

倫理委員会 随時

・ 職員から挙げられた倫理上の観点より検討を要する事項等につい

て協議、内容によって競技結果を院内に掲示。

・ 臨床研究等に関わる研究倫理について、申請書に基づき審議。

・ 平成 30 年度は倫理委員会開催無、研究倫理審査委員会は 13 回

開催し 19 件の申請有。

院内感染対策

委員会
月１回

・ 院内勉強会 ２回開催 。

5 月食中毒と手指衛生。

11 月インフルエンザの基礎知識と対応、予防投与について。

・ 標準予防策に準じた感染ラウンドの実施 １/月。

・ 他院との感染カンファレンスの参加 4 回/年

（医師・薬剤師・看護師・臨床検査技師）。

・ 手指消毒薬使用量の把握と啓蒙活動。

医療安全管理

対策委員会
月１回

・ レポート・事故報告書のデータベース管理。

・ 院内標語の募集・掲示。

・ ＣＶＰＰＰの定期開催。 ファーストレベル２回・セカンドレベル２回。

・ 院内勉強会の定期開催（全体 2 回）。新入職員研修 2 回。

・ BLS・AED 教育 4 回 /年実施。

・ リスク部員による院内ラウンド（月 1 回）。

・ 医療安全管理者による院内ラウンド（月 1 回）。

・ 転倒転落スコアーの実施・看護計画立案状況の確認（１ヶ月毎）。

・ 医療安全カンファレンスの継続実施（週１回）。

・ 暴力対策コアにて暴力事例検討。

・ 暴力事例におけるサポート体制の継続。

・ RCA 分析 の実施

衛生委員会 月１回

・ 職員の労働環境の保持改善に関する検討。

・ 職員からの提案、改善事項などの報告の受理

（職員の代表として互助会役員が出席）。

・ 産業医、互助会役員等による院内の各部署のラウンド。労働安全・

衛生面からの改善を各部署に指摘。 それに基づいた改善実施と

その報告。

・ 通勤時の交通安全啓発活動として、出勤時間帯に互助会役員な

どによる立哨活動を実施。

医療ガス

安全管理

委員会

年１回

・ 医療ガスの使用に携わる職員の知識と技術の向上をめざした活動

として年１回の講習会の実施。

・ 酸素納入業者による医療ガス安全研修会の実施。
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委員会 会議回数 検討事項と活動内容・企画実施内容

防火防災

委員会
月１回

・ 共和病院・まごころ館・あしびの防災訓練実施

（各施設年 2 回施行）。

・ 新入職対象の研修会を実施（年 2 回）。

・ 院内勉強会でＢＣＰマニュアル及び初期消火の説明会の実施。

・ 知多半島医療圏会議に出席。

・ 知多半島医療圏主催による机上訓練参加。

・ 看護協会主催による災害支援ナース派遣訓練参加。

・ 愛知県医師会による無線システム訓練参加。

・ 医療法人協会によるＥＭＩＳ訓練参加。

褥瘡対策

委員会
月１回

・ 皮膚科と連携し褥瘡患者の治療方法を検討。

・ 体圧分散マットレスの管理。

・ 患者様の羞恥心を配慮し、委員全員での褥瘡回診を中止したた

め、第３金曜日のみコアメンバーでの褥瘡回診へ変更。

委員会ではプロジェクターを活用し褥瘡写真で情報共有。

薬事審議

委員会
月１回

・ 新規採用薬剤の検討。

・ 採用品目数の見直し、不要・不動薬剤について採用継続の検討

（新規採用 43 件、中止 29 件、院外のみ→院内外：4 品目、

院内外→院外のみ：9 品目、用時購入品目：新規 8 品目、

中止 2 品目、院外のみへ切り替え 8 品目）。

・ 後発医薬品へ移行の促進

（後発品への切り替え 33 品目、前年からの繰り越し含め期間中の

切り替え 38 件、後発品使用体制加算１を算定継続）。

・ 多規格製剤の見直し（1 成分について、計 7 規格→5 規格）。

・ 通常錠→OD 錠へ変更（17 品目）。

院内研修

委員会
月１回

・ 院内勉強会の年間計画を立案。

・ 各部署・委員会主催の勉強会を 24 回実施。

・ 院内勉強会の実施状況の把握と振り返り､運営の検討。

心理教育

委員会
月１回

・ 心理教育プログラムの実施（週 1 回）。

・ プログラム、運営の検討。

・ 参加者のアセスメント運用について。

・ 家族心理教育との合併について。
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委員会 会議回数 検討事項と活動内容・企画実施内容

病院食改善

委員会
月１回

・ 安心で安全な食事提供と、食事満足度８０％以上を目指した

意見交換。

・ 毎月の行事食案の募集と検討。

・ 毎月の行事食に関する献立紹介ポスター掲示。

・ マニュアルや栄養についてのプチ講座を実施。

・ 食事アンケートの実施。

・ お楽しみメニューの提供開始。

・ 来期行事食の固定化を検討。

・ 患者様の故意による食器破損の請求方法検討。

・ 食札 BOX の検討。

・ カレーの日に福神漬けと らっきょうの提供検討。

・ 毎週火曜日朝食の果物缶の種類増加。

・ 毎週金曜日朝食のバナナを冬場はみかんに変更。

・ 6 週に 1 回菓子パンの提供を開始。

・ 職員食堂でハーフ麺とハーフ丼のセット販売開始。

省エネ委員会 月１回

・ 業務、患者様に影響の無い範囲での省エネ（照明、パソコンなど）

の検討と実施。

・ 毎月の電気、ガス消費量、料金の各課への周知。

・ エコキャップ回収。

・ ベルマークの回収。

・ 各部署委員 2 人及びリーダーによる省エネ院内ラウンド活動の実施。

・ 空調時期外（オフシーズン）の運用規定の作成実施。

・ リーダー二人体制（上半期）（下半期）。

未収金対策

委員会
月１回

・ 未収発生時の取り組み

（患者様、患者様家族へ連絡、督促状発送、面接など）。

・ 未収金の目標超えない為の取り組み（目標 130 万円）。

情報管理

委員会
月１回

・ 3 つの分科会（院内 LAN 管理分科会、個人情報保護分科会、  

診療情報管理分科会）。

・ 診療録等診療情報や病院運営に関わるその他情報の管理及び

・ 提供、院内 LAN の円滑な運営。

・ 退院サマリー2 週間以内の完成率 100％のための取り組み。
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委員会 会議回数 検討事項と活動内容・企画実施内容

健診委員会 月１回

・ 個人・地域企業・職員を対象とした健診の実施と健康維持の

サポート。

・ 健診や人間ドックのパンフレット改訂・掲示物やホームページの

改良で健診業務をアピール。

・ 健診キャンペーンの実施。

・ 企業健診、個人健診、人間ドックの依頼をできる限り断らない。

診療録管理

委員会
月１回

・ 診療録等診療情報や病院運営に関わるその他情報の管理及び

提供、院内 LAN の円滑な運営。

・ 医療システムの提案。

・ 診療報酬改定対応。

サービス向上

委員会
年 12 回

・ ふれあいポスト：

回収～意見に対する回答の掲示までの流れを確立した。

・ 患者様満足度アンケートの外来用の見直しと実施、入院患者様

満足度アンケートの実施。

アンケート結果を経営方針作成に関する情報としてフィードバック

した。

・ 接遇向上チーム：

サービス接遇検定 2 級 4 名、準 1 級 2 名の取得。

接遇に関する勉強会の実施。

新入職員研修で接遇研修の実施。

接遇チェックリストの実施/見直し。

行動制限

最小化委員会
月１回

・ 精神保健福祉法に基づき、適切に記録が成されているか確認。

・ 委員会メンバーによる病棟ラウンド（月 1 回）とその報告、現在

行われている身体拘束の把握。

・ 隔離身体拘束中に発生するリスク報告の収集。

・ 実務委員会（週 1 回）での隔離・拘束の報告・検討。

図書委員会
H31.3.13

の 1 回

（本年度は新棟建替えにより図書室がありませんでした）

・ 新棟引っ越しを控え、今保管してある図書の確認。

・ 運びやすいように箱の詰め替え作業。

NST 委員会

コア会議

毎週

全体会議

月１回

・ 週１回コアメンバーによる栄養管理検討会。

・ 月１回全委員による栄養管理報告及び検討会。

・ 毎月全職員対象に勉強会を開催。
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員会 会議回数 検討事項と活動内容・企画実施内容

禁煙推進

委員会
月１回

・ 院内清掃ラウンド（3 エリアを全部署で実施）。

・ 委員による巡回ラウンド（曜日担当で毎日実施）。

・ 喫煙所の整備。

・ 喫煙者に対する啓発活動。

家族心理教育

委員会
月 1 回

・ 第 7 クールを 5 月まで実施し、OBOG 会を 7 月に開催。

・ 第 8 クールを 9 月〜12 月（全 8 回、対象家族 4 名）に実施し、

OBOG 会を 2 月に実施。

・ 個別支援として班活動を開始（急性期班、慢性期班、外来班）。

・ 12 月開催の標準版家族心理教育研修会に 1 名参加。

・ 効率的な運営を目指し心理教育委員会との連携と統合を図った

・ （次年度より「心理社会的支援委員会」に発展）。

・ 第 9 クールの準備（次年度 5 月から開始できるよう）。

SST 委員会 月１回

・ 急性期、慢性期病棟の患者のニーズの把握とセッションの見直し。

・ 病棟への情報発信の仕方のシステム作り。

・ 心理教育・家族心理教育の参加状況の把握のため、各病棟の

情報の共有化を計る。

・ リーダー、コリーダーのレベルアップのための勉強会の開催。

広報誌委員会 月１回

・ 広報誌ＷＡ！ 春夏秋冬の年４回 発行。

・ 関係機関（200 ヶ所）へ広報誌を配布。

・ 大府市の公共施設（市役所・社会福祉協議会）に広報誌を設置。

・ 年度別、年報の作成（８月発刊）。

・ 60 周年記念誌を作成中。それに伴い、委員会を毎月開催。

ボランティア

支援委員会
年６回

・ 中学生の職場体験学習の受け入れ.

受入部署：外来、C-１病棟、C-2 病棟、S-3 病棟、デイケア、

コスモス、ゆずの里、すみれの丘、作業療法課、薬局。

・ 職場体験学習へ参加する学生に、事前オリエンテーション

（個人情報保護の必要性の説明）の実施。

・ 踊り、歌、楽器演奏、寄せ木細工などのレクリエーションの

ボランティアを受け入れ。

リカバリー

支援委員会
月 1 回

・ 各部署におけるリカバリー困難例の事例検討を８例実施。

・ リカバリー支援における関係者のサポートや相談の役割を担う

チーム『ReST』を発足。委員会と連携し活動。

・ リカバリー・地域移行・地域定着関連の研修の情報提供・参加推進。

・ 法人内にリカバリー理念を広めるための勉強会を企画、開催。

労使委員会 年２回
・ 職員代表として互助会役員が出席、衛生委員会時に同時開催。

・ 労働時間や賃金など、労働条件・労働環境等についての検討。
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統計資料
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外来



共和病院 外来一日平均患者数（内科）

年間平均

H28年度 30.6人

H29年度 31.8人

H30年度 35.3人



共和病院 外来一日平均患者数（精神科）



共和病院 精神科ﾃﾞｲｹｱ・ﾃﾞｲﾅｲﾄｹｱ・ｼｮｰﾄｹｱ 一日平均

年間平均

H28年度 44.6人

H29年度 44.9人

H30年度 41.8人



共和病院 精神科訪問看護月件数

※平成26年8月より訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝへ移行



共和病院 訪問リハビリテーション 月件数

年間平均

H26年度 32.5件

H29年度 20.2件

H30年度 111.8件

※平成26年8月より訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝへ移行



共和病院 通所リハビリテーション 月件数

年間平均

H28年度 496.3件

H29年度 540.2件

H30年度 664.0件



共和病院 作業療法 月件数 （入院分含む）

年間平均

H28年度 2,494.0件

H29年度 2,161.2件

H30年度 2,219.8件



入院



月別年間在院患者数 C-1病棟 （精神療養病棟）
定床数 28床

※H29年7月より 45床→35床へ変更 平成30年1月より 35床→20床へ変更(休床) 平成30年12月より 20床→28床へ変更



月別年間在院患者数 S-3病棟 （医療療養病棟）
定床数 32床

※平成31年2月より 介護療養型医療施設→医療療養病棟



月別年間在院患者数 C-2病棟 （医療療養病棟）
定床数 48床



月別年間在院患者数 B-2病棟 （精神科救急病棟）
定床数 43床



月別年間在院患者数 B-3病棟 （精神病棟）
定床数 30床



月別年間在院患者数 B-4病棟 （地域移行機能強化病棟）
定床数 55床



月別年間在院患者数 C-3病棟 （精神科救急病棟）
定床数 40床
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